
 

様式第４号（第４条・第５条関係） 

契 約 結 果 表 

入 札 番 号 第 １０５ 号 種 別 建設工事 

工事等の

内  容 

工 事 等 名 
平成２６年度 都市防災推進事業 

富士見幹線道路改良工事（第３工区） 

工事等箇所 吉田町 神戸 地内 

概 要 

工事施工延長Ｌ＝４７．８３ｍ 

【道路土工】 

掘削工 掘削（表土鋤取り）Ｖ＝１９０㎥ 

路体盛土工 路体盛土（車道部）購入土 Ｖ＝５１０㎥ 

路体盛土（歩道部）購入土 Ｖ＝１４０㎥ 

      路体盛土（歩道部）流用土 Ｖ＝８０㎥ 

路床盛土工 路床盛土 購入土 Ｖ＝３７０㎥ 

残土処理工 残土処理（整地）Ｖ＝１９０㎥ 

【擁壁工】 

 擁壁工 作業土工 床掘り（障害無し）Ｖ＝１８０㎥ 

 埋戻し（転圧有り）Ｖ＝６０㎥ 

埋戻し（転圧無し）Ｖ＝３０㎥ 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁 Ｈ＝２．５０ｍ Ｌ＝５８．０ｍ 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁 Ｈ＝２．７５ｍ Ｌ＝３７．７ｍ 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁開口加工 □Ｂ７５０×Ｈ６００ ２箇所 

  ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工 ６号函渠Ｌ＝１３ｍ ６号函渠材料費 １式 

【構造物撤去工】 

 構造物撤去工 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し（鉄筋構造物）Ｖ＝０．４㎥ 

発注担当課 都市建設課 

契約関係 

契 約 方 式 抽選型指名競争入札 入 札 日 平成２７年 １ 月２３日 

契約相手方 

商号又は名称 
株式会社大石土建 

契約相手方

住 所 
吉田町片岡７０２番地の１ 

契 約 金 額 ￥１６，２００，０００- 契 約 日 平成２７年 １ 月２７日 

着 手 日 平成２７年 １ 月２７日 完 成 期 日 平成２７年 ３ 月２５日 

随意契約の

相手方を選

定した理由 

 

適用法令：地方自治法施行令第１６７条の２第１項第   号 

変更契約

関 係 

変 更 後 

契 約 金 額 
変更なし 変更契約日 平成２７年３月１６日 

変 更 理 由 

平成２６年度都市防災総合推進事業富士見幹線道路改良工事（第１

工区）の工期が平成２７年２月２７日まで延長され、本工事現場へ

の進入がその期間できなくなってしまったため。 

変 更 後 

完 成 期 日 
 平成２７年 ５ 月２９日 

 

 



 

様式第４号（第４条・第５条関係） 

契 約 結 果 表（第２回） 

入 札 番 号 第 １０５ 号 種 別 建設工事 

工事等の

内  容 

工 事 等 名 
平成２６年度 都市防災推進事業 

富士見幹線道路改良工事（第３工区） 

工事等箇所 吉田町 神戸 地内 

概 要 

工事施工延長Ｌ＝６９．９９ｍ 

【道路土工】 

掘削工 掘削（表土鋤取り）Ｖ＝２３０㎥ 

路体盛土工 路体盛土（車道部）購入土 Ｖ＝６８０㎥ 

路床盛土工 路床盛土 購入土 Ｖ＝２２０㎥ 

残土処理工 残土処理（整地）Ｖ＝４１０㎥ 

【擁壁工】 

 擁壁工 作業土工 床掘り（障害無し）Ｖ＝２２０㎥ 

 埋戻し（転圧有り）Ｖ＝７０㎥ 

埋戻し（転圧無し）Ｖ＝３０㎥ 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁 Ｈ＝２．５０ｍ Ｌ＝７２．０ｍ 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁 Ｈ＝２．７５ｍ Ｌ＝４１．７ｍ 

 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＬ型擁壁開口加工 □Ｂ７５０×Ｈ６００ ２箇所 

  ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工 ６号函渠Ｌ＝１３ｍ ６号函渠材料費 １式 

【構造物撤去工】 

 構造物撤去工 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し（鉄筋構造物）Ｖ＝０．４㎥ 

【仮設工】 

 水替工 ポンプ排水 １式 

発注担当課 都市建設課 

契約関係 

契 約 方 式 抽選型指名競争入札 入 札 日 平成２７年 １ 月２３日 

契約相手方 

商号又は名称 
株式会社大石土建 

契約相手方

住 所 
吉田町片岡７０２番地の１ 

契 約 金 額 ￥１６，２００，０００- 契 約 日 平成２７年 １ 月２７日 

着 手 日 平成２７年 １ 月２７日 完 成 期 日 平成２７年 ５ 月２９日 

随意契約の

相手方を選

定した理由 

 

適用法令：地方自治法施行令第１６７条の２第１項第   号 

変更契約

関 係 

変 更 後 

契 約 金 額 
￥１８，０００，０００- 変更契約日 平成２７年５月１８日 

変 更 理 由 

１ 当該工事は、都市防災総合推進事業（国庫補助金）の対象事業であり、交付決定された補助金を最大

限活用するため、当該事業の予算の範囲内において指示内容のとおり増工し、事業の進捗を図る必要が

あることから変更を行う。 

２ 当初設計では、掘削土を流用して車道路体を構築する予定であったが、土質試験の結果、路体盛土と

して適さない土質であったため、処分土として処理し、不足する路体盛土材を新たに追加計上する。 

３ 当初設計では、水替えを計上していなかったが、Ｌ型擁壁の施工について水位が高く施工が困難であ

ったため、作業時排水とし運転日数を計上する。 
変 更 後 

完 成 期 日 
 変更なし 



 

 


